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平成２９年度 旭市国民健康保険事業特別会計予算（施設勘定）の概要 

 

１．予算規模 

  平成２９年度当初予算額    ９０，０００千円 

  平成２８年度当初予算額    ９２，０００千円 

    比     較      △２，０００千円（２．２％減） 

 

      滝郷診療所の平成 29 年度予算は、地域医療体制の充実を図るため、疾病の予防と診療の一体的な運

営のもと、特別会計の独立性を維持し編成した。 

歳入総額のうち 82.8％を占める診療収入は、平成 28 年度薬価引下げの影響を受け 1.4％減の

74,553千円を見込んだ。 

   また、歳出総額のうち 43.7％を占める医業費は、来院者の増による診療経費として 1.1％増の

39,354千円を見込んだ。 

 

２．歳  入 

(１) 診療収入は、74,553千円で、対前年度△1,039千円、1.4％の減を見込んだ。 

内訳は、外来収入に69,620千円、その他の診療収入に4,933千円を計上した。 

(２) 使用料及び手数料に44千円、国庫支出金と県支出金にそれぞれ1千円、財産収入に21千円を

計上した。 

(３) 繰入金は、14,800千円で、前年度同額を計上した。 

内訳は、一般会計から普通交付税算入分として 7,100 千円、事業勘定繰入金として 300 千円、

財政調整基金繰入金には、7,400千円を計上した。 

(４) 繰越金は、28年度決算見込から300千円を計上した。 

(５) 諸収入は、介護保険意見料等で280千円を計上した。 

 

３．歳  出 

(１) 総務費は、48,314千円で、対前年度△2,110千円、4.2％の減を見込んだ。 

   内訳は、人件費に40,855千円、一般事務費に7,459千円を計上した。 

(２) 医業費は、39,354千円で、対前年度412千円、1.1％の増を見込んだ。 

    内訳は、医療用機械器具費に 726 千円、医療用消耗器材費に 603 千円、医薬品衛生材料費に

38,025千円を計上した。 

(３) その他の支出は、施設整備費に 310 千円、基金積立金に 20 千円、公債費及び諸支出金に    

それぞれ1千円、予備費に2,000千円を計上した。 

 



予　算　額 予　算　額 増　減　額

1 診 療 収 入 74,553 82.8 % 75,592 82.2 % △ 1,039 △ 1.4 %

2 使 用 料 及 び 手 数 料 44 0.1 % 36 0.0 % 8 22.2 %

3 国 庫 支 出 金 1 0.0 % 1 0.0 % 0 0.0 %

4 県 支 出 金 1 0.0 % 1 0.0 % 0 0.0 %

5 財 産 収 入 21 0.0 % 101 0.1 % △ 80 △ 79.2 %

6 繰 入 金 14,800 16.5 % 14,800 16.1 % 0 0.0 %

7 繰 越 金 300 0.3 % 900 1.0 % △ 600 △ 66.7 %

8 諸 収 入 280 0.3 % 569 0.6 % △ 289 △ 50.8 %

90,000 100.0 % 92,000 100.0 % △ 2,000 △ 2.2 %

予　算　額 予　算　額 増　減　額

1 総 務 費 48,314 53.7 % 50,424 54.8 % △ 2,110 △ 4.2 %

2 医 業 費 39,354 43.7 % 38,942 42.3 % 412 1.1 %

3 施 設 整 備 費 310 0.4 % 532 0.6 % △ 222 △ 41.7 %

4 基 金 積 立 金 20 0.0 % 100 0.1 % △ 80 △ 80.0 %

5 公 債 費 1 0.0 % 1 0.0 % 0 0.0 %

6 諸 支 出 金 1 0.0 % 1 0.0 % 0 0.0 %

7 予 備 費 2,000 2.2 % 2,000 2.2 % 0 0.0 %

90,000 100.0 % 92,000 100.0 % △ 2,000 △ 2.2 %

構 成 比

平 成 ２ ８ 年 度 比 較 増 減

増　減　率

平成２９年度　　旭市国民健康保険事業特別会計予算（施設勘定）
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